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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

国
東
市
長　
　

三
　
河
　
明
　
史

　

２
月
22
日
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
長
に
再
任

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
責
任
の
重
大
さ
を
身
に
し
み
て
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
４
年
前
の
市
長
就
任
以
来
、「
く
に
さ
き
福
祉

の
里
づ
く
り
」「
く
に
さ
き
観
光
の
里
づ
く
り
」「
く
に
さ

き
教
育
の
里
づ
く
り
」
の
三
つ
を
市
政
の
目
標
に
掲
げ
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
目
標

を
実
現
し
、
国
東
市
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
国
東
市
を
創

る
た
め
に
は
、
産
業
の
振
興
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

二
期
目
の
市
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
産
業
振
興
の
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
着
手
し
て
き
た
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
力

強
く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一

次
産
業
で
は
「
儲
か
る
農
林
水
産
業
」
を
目
指
し
ま
す
。

農
業
後
継
者
を
育
て
る
た
め
、
味
一
ね
ぎ
の
研
修
に
加
え
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
花
き
な
ど
の
研
修
も
始
め
ま
す
。
ま
た
、

農
業
経
営
体
の
強
化
や
、
低
温
菌
椎
茸
・
オ
リ
ー
ブ
・
七

島
イ
な
ど
、
国
東
市
が
誇
る
特
産
品
の
生
産
拡
大
と
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
常
緑
果
樹
跡
地
の
「
国

東
市
農
業
団
地
」
化
計
画
、
「
く
に
さ
き
オ
イ
ス
タ
ー

（
牡
蠣
）
」
の
商
業
ベ
ー
ス
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
７
月
に
福
岡
市
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
国
東
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま

た
、
空
港
に
近
い
海
岸
部
に
大
規
模
な
海
の
駅
「
海
の
マ

ル
シ
ェ
（
仮
称
）
」
の
建
設
構
想
も
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
東
半
島
芸
術
祭
の
作
品
や
世
界
農
業
遺
産
な

ど
市
が
世
界
に
誇
れ
る
資
源
の
発
信
と
と
も
に
、
「
六
郷

満
山
１
３
０
０
年
祭
」
に
向
け
て
、
県
や
近
隣
市
町
村
と

連
携
し
て
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
５
社
の
立
地
（
増
設
を
含
む
）
を

み
ま
し
た
が
、
今
後
も
空
港
が
あ
る
有
利
性
を
生
か
し
、

女
性
に
適
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
I
T
関
連
企
業
の
誘

致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
、
国
東
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
大
き
く
動
き
始
め

て
い
ま
す
。
国
は
今
、
本
腰
を
入
れ
て
「
地
方
創
生
」
に

取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
と
ら
え
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
通
じ
て
国
東
市
の
「
地
方

創
生
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
国
東
市

が
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
多
く
の
人
が
定
住
し
、
多
く

の
人
が
訪
れ
る
町
に
な
る
よ
う
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た

一
部
変
わ
り
ま
し
た

一
部
変
わ
り
ま
し
た

一
部
変
わ
り
ま
し
た

一
部
変
わ
り
ま
し
た

一
部
変
わ
り
ま
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
す

１
．
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
へ
の
対
応

　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
の
施
行
を
受
け
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
①
産
業
創
出
課
の
名
称
を
「
活
力
創
生
課
」
に
変
更
し
ま
す
。

　
②
産
業
創
出
係
と
企
業
誘
致
係
を
統
合
し
「
産
業
創
出
係
」
と
し
ま
す
。

　
③
政
策
企
画
課
の
地
域
支
援
係
の
業
務
を
移
し
ま
す
。

２
．
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
医
療
政
策
を
担
当
す
る
「
医
療
保
健
課
」
を

新
設
し
ま
す
。

　
①
市
民
健
康
課
の
保
健
推
進
係
を
移
し
、
「
医
療
保
健
課
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

　
　※

医
療
保
健
課
は
、
国
東
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す
。

　
②
医
療
保
健
課
に
「
地
域
医
療
係
」
「
保
健
推
進
係
」
を
設
置
し
ま
す
。

３
．
課
の
再
編

⑴ 

総
務
課
、
秘
書
課
、
政
策
企
画
課

　
①
秘
書
課
を
廃
止
し
、
秘
書
広
聴
係
を
総
務
課
に
移
し
ま
す
。

　
②
広
報
室
を
政
策
企
画
課
に
移
し
ま
す
。

　
　※

広
報
室
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
）
の
場
所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

⑵ 

福
祉
課

　
総
務
係
を
新
設
し
ま
す
。

旧

新

産
業
創
出
課

産
業
創
出
係

政
策
企
画
課

地
域
支
援
係

企
業
誘
致
係

商
工
労
政
係

活
力
創
生
課

産
業
創
出
係

商
工
労
政
係

地
域
支
援
係

統合

旧

旧新 新

市
民
健
康
課

戸
籍
住
民
係

国
保
年
金
係

保
健
推
進
係

市
民
健
康
課

戸
籍
住
民
係

国
保
年
金
係

福
　
祉
　
課障

が
い
者
支
援
係

生
活
支
援
係

子
育
て
支
援
係

福
　
祉
　
課障

が
い
者
支
援
係

生
活
支
援
係

子
育
て
支
援
係

総
　
務
　
係

医
療
保
健
課

地
域
医
療
係

保
健
推
進
係

新
設

新
設

※

国
東
保
健
セ
ン
タ
ー
内

※

国
東
保
健
セ
ン
タ
ー
内

旧

新

秘
　
書
　
課

総
　
務
　
課総

　
務
　
係

防
　
災
　
係

人
　
事
　
係

政
策
企
画
係

男
女
共
同
参
画
係

行
革
推
進
係

情
報
化
推
進
係

秘
書
広
聴
係

政
策
企
画
課

庁
舎
建
設
室

広
　
報
　
室

秘
書
広
聴
係

広
　
報
　
室

【
問
合
先
】
　
政
策
企
画
課 

行
革
推
進
係

　
☎
0
9
7
8
ー
72
ー
5
1
6
1


